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教
育
実
践
・
教
育
論
文
表
彰
式

　

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
い

こ
っ
と
」
で
2
月
21
日
㈮
、
広

川
町
教
育
実
践
研
究
と
ふ
く
お

か
教
育
論
文
で
教
育
活
動
の
充

実
・
発
展
に
寄
与
し
た
教
職
員
、

町
民
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

● 

広
川
町
教
育
実
践
研
究

　

広
川
町
教
育
委
員
会
は
昨
年

10
月
、
教
育
活
動
の
充
実
や
教

育
の
振
興
発
展
に
役
立
て
る
た

め
、
町
内
の
皆
さ
ん
か
ら
教
育

に
関
す
る
実
践
結
果
を
募
集
し

ま
し
た
。

　

学
校
経
営
部
門
2
点
、
食
育

指
導
部
門
1
点
、
学
習
指
導
部

門
3
点
、現
代
的
課
題
部
門（
一

般
）
2
点
の
応
募
が
あ
り
、
中

広
川
小
の
黒
木
真
海
栄
養
教
諭

と
一
般
部
門
の
丸
山
繁
髙
さ
ん

が
優
秀
賞
を
受
賞
。
表
彰
式
で

は
、
黒
木
栄
養
教
諭
が
「
バ
ラ

令和元年度広川町教育実践研究の審査結果
所属 氏名 主題

優
秀
賞

中広川小 黒木真海 バランスのよい栄養摂取ができる児童の育成

一般 丸山繁髙 広川町内の、地域・学校・家庭が連携することの重要性について

優
良
賞

上広川小 有働功一 人材育成を目指した組織運営の一方途
下広川小 平川菜津美 解決の筋道を明らかにしていく子どもが育つ算数科学習

一般 塩澄文子 多文化共生理解の重要性について

佳
作
賞

中広川小 波田悦子 「チーム学校」をめざした生徒指導体制づくり
中広川小 堤真知子 考える力を育てる第 2 学年算数科「かけ算」の指導

下広川小 佐藤琴子 自分の情報をはっきりともち、自信をもって伝え合うことができる子
どもを育てる第四学年外国語活動の学習指導

令和元年度ふくおか教育論文への応募作
所属 氏名 主題

佳
作
賞

上広川小 北島由紀 本に親しみ生活に活かす子どもの育成

奨
励
賞

中広川小 南嶋里子 楽しくコミュニケーションを図る子どもを育てる 外国語科学習指導

努
力
賞

中広川小 水町珠江 楽しく学び合う子どもを育てる学習指導
中広川小 上森未来 よりよい人間関係を築く学級集団づくり
中広川小 牛島遥 子どもの学習意欲を高める算数科学習指導
下広川小 林麻子 望ましい食習慣を自ら身につける子どもを育てる 第３学年学習指導

教
育
実
践
・
教
育
論
文
表
彰
式

学
校
運
営
協
議
会
・
教
育
力
向
上
委
員
会

実践結果を発表する黒木栄養教諭

表彰を受ける丸山さん

ン
ス
の
よ
い
栄
養
摂
取
が
で
き

る
児
童
の
育
成
」
に
つ
い
て
、

「
給
食
を
残
さ
ず
食
べ
る
児
童

が
昨
年
よ
り
23
％
増
加
し
た
。

今
後
も
偏
食
傾
向
が
あ
る
児
童

へ
の
指
導
が
必
要
で
あ
る
」
と

発
表
し
ま
し
た
。

● 

ふ
く
お
か
教
育
論
文

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
で
も
昨

年
4
月
、
県
内
の
教
職
員
か
ら

「
ふ
く
お
か
教
育
論
文
」
を
募

集
し
ま
し
た
。
広
川
町
か
ら
は

図
書
館
教
育
部
門
1
点
、
学
校

教
育
部
門
3
点
、
学
校
経
営
・

運
営
部
門
2
点
の
応
募
が
あ
り
、

上
広
川
小
の
北
島
由
紀
教
諭
が

佳
作
賞
、
中
広
川
小
の
南
嶋
里

子
教
諭
が
奨
励
賞
を
受
賞
。
表

彰
式
で
、
南
筑
後
教
育
事
務
所

か
ら
北
島
教
諭
へ
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。
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第
4
回
学
校
運
営
協
議
会

　

2
月
12
日
㈬
、
本
年
度
最
後

と
な
る
「
広
川
町
学
校
運
営
協

議
会
」
が
開
催
さ
れ
、
広
川
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

教
育
活
動
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
学
校
は
5
つ
の
視
点
（
学

力
向
上
、
道
徳
性
の
育
成
、
体

力
の
向
上
、
い
じ
め
・
不
登
校

の
減
少
、
家
庭
・
地
域
と
の
連

携
）
か
ら
、
現
状
と
自
己
評
価

を
報
告
し
ま
し
た
。
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

● 

学
力
向
上

　

各
小
学
校
と
も
学
年
差
は
あ

る
が
良
好
。
中
学
校
は
県
平
均

を
わ
ず
か
に
下
回
っ
て
い
る
の

で
、
朝
活
動
を
充
実
さ
せ
る
。

● 

道
徳
性
の
育
成

　

小
中
学
校
と
も
に
道
徳
性
は

高
ま
っ
て
い
る
。
あ
い
さ
つ
の

声
も
大
き
く
な
っ
た
。

● 
体
力
の
向
上

　

各
学
校
、
新
体
力
テ
ス
ト
で

課
題
と
な
っ
た
種
目
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
準
備
運
動
を
工
夫

し
て
い
る
。

● 

い
じ
め
・
不
登
校
の
減
少

　

全
て
の
学
校
で
い
じ
め
を
認

知
し
て
お
り
、
早
期
解
消
に
向

け
て
取
り
組
む
。
中
広
川
小
と

広
川
中
で
不
登
校
・
不
登
校
兆

候
の
子
ど
も
が
い
る
た
め
、
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
対
応
し
解
消
を

図
る
。

● 

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
一
環
と
し
て
教
育
週
間
に
学

校
を
開
き
、
誰
で
も
参
観
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
参
観
者

は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
報
告
に
対
し
、
委

員
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
が

出
ま
し
た
。

・ 
不
登
校
対
応
に
先
生
た
ち
が

奮
闘
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
。
地
域
と
し
て
で
き

る
こ
と
が
あ
れ
ば
提
示
し
て

ほ
し
い
。

・ 

教
師
が
協
力
し
合
い
、
組
織

的
な
学
校
運
営
を
さ
ら
に
進

め
て
ほ
し
い
。

・ 

就
学
前
の
子
ど
も
に
も
課
題

が
あ
る
の
で
、
幼
稚
園
・
保

育
園
と
小
学
校
の
連
携
が
大

切
で
あ
る
。

第
3
回
教
育
力
向
上
委
員
会

　

2
月
17
日
㈪
、「
教
育
力
向

上
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
子

ど
も
の
安
全
や
基
本
的
な
生
活

習
慣
づ
く
り
つ
い
て
学
校
、
保

護
者
、
関
係
団
体
の
代
表
で
協

議
さ
れ
ま
し
た
。

● 

子
ど
も
の
安
全
確
保

・ 

不
審
者
情
報
が
増
え
、
そ
の

都
度
保
護
者
へ
メ
ー
ル
配
信

し
注
意
を
呼
び
か
け
た

・ 

警
察
や
地
域
の
人
に
見
守
り

を
し
て
も
ら
っ
た

・ 

地
区
懇
談
会
で
、
通
学
路
の

危
険
個
所
な
ど
を
確
認
し
た

第 4 回学校運営協議会の様子

　LINE などの SNS を介した事件や、虐待が全
国的な問題となっている。そのような悩みを抱
えている子どもが、この地域にもいるかもしれ
ないということを知ってほしい。
　これらの問題は早期発見・早期解決が大切で
あるが、学校や家庭では見つけにくい。特に情
報機器の発達は著しく、その範囲は町内どころ
か県外にも及んでいる。親が子どもの技術に追
い付いていない実態もある。
　虐待やネットいじめを受けている人
は、態度などに現れる。地域で気にな
る子どもを見かけたときには、学校や
警察などに連絡してほしい。

八女警察署 伊藤係長

● 

基
本
的
な
生
活
習
慣
づ
く
り

・ 「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は

ん
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
お
お
む
ね
良
好
で
あ
る

・ 

あ
い
さ
つ
運
動
が
定
着
し
、

大
き
な
声
が
出
る
よ
う
に

な
っ
た

　

そ
の
ほ
か
、
八
女
警
察
署
の

伊
藤
係
長
か
ら
近
隣
の
少
年
事

件
や
事
故
状
況
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
小
中
学

生
に
関
わ
る
事
案
は
ほ
と
ん
ど

な
い
も
の
の
、
全
国
的
に
急
増

し
て
い
る
情
報
機
器
を
使
用
し

た
犯
罪
や
虐
待
に
つ
い
て
注
意

が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
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